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チェック項目 はい
やってい
るが
不十分

いいえ 工夫している点
現状又は課題や改善すべき点を踏ま

えた改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等のスペースとの関

係で適切である
27 0 0

支援内容やお子さんの状況に

合わせてスペースを確保したり

パーテーションを利用したりして

います。

② 職員の配置数は適切である 24 3 0

出席人数や活動内容に応じ

て、職員数の調整をしていま

す。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され

た環境になっている。また、障がいの特性に

応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされている

26 1 0

パーテーションで仕切り、身支度

と遊びの空間を分けることで構

造化を図っています。

カード、写真、タイムタイマー等

を使い、一人一人がわかりやす

い情報伝達をしています。

一人一人に分かりやすく構造化された環境を

提供できるように、さらに工夫を重ねていきま

す。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環

境になっている。また、子ども達の活動に合わ

せた空間となっている

25 2 0

清掃、消毒、換気を心がけ、活

動に合わせた環境の整備を行っ

ています。

整理整頓を心がけ、いつでも心地よく過ごせる

ような環境を目指していきます。

⑤

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目

標設定と振り返り）に、広く職員が参画して

いる

27 0 0

問題や課題があった時、速やか

に相談、解決に向けて動いてい

ます。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等に対

して事業所の評価を実施するとともに、保護

者等の意向等を把握し、業務改善につなげ

ている

27 0 0

子どもの様子を見たいという保

護者の要望を受け、保育参

観、運動会、クリスマス会、親

子行事などの参観の機会を設

けました。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評

価表の結果を踏まえ、事業所として自己評

価を行うとともに、その結果による支援の質の

評価及び改善の内容を、事業所の会報や

ホームページ等で公開している

27 0 0

酒田市のホームページで公表し

ております。また公表時期につい

てもお知らせしています。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を

業務改善につなげている
26 0 1

支援力向上研修の講師から意

見を伺う機会を設け、振り返っ

たリ、検討を重ねたりし、その都

度改善に繋がるようにしていま

す。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機

会を確保している
27 0 0

今年度は、大学教授から直接アド

バイスをもらうZOOM研修を実施し

たり、オンラインを活用した外部研

修に積極的に参加したりしました。
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事業所における自己評価表結果（公表）



⑩

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、児

童発達支援計画を作成している

27 0 0

児童発達ガイドラインに沿って、

アセスメントを実施し、子どもと

保護者の意向やニーズに基づい

た児童発達支援計画を作成し

て、支援につなげています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標

準化されたアセスメントツールを使用している
27 0 0

アセスメントツールとして基礎評

価表とレーダーチャートを用いる

ことで、お子さんの発達状況の

バランスや特徴が把握できるよう

にしています。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ

イドラインの「児童発達支援の提供すべき支

援」の「発達支援（本人支援及び移行支

援）」、「家族支援」「地域支援」で示す支

援内容から子どもの支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている

27 0 0

児童発達支援ガイドラインに基

づき、お子さんの状況や保護者

の満足度、意向に応じ、支援に

必要な項目を選択して、児童

発達支援計画を立案していま

す。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われ

ている
25 2 0

児童発達支援計画の内容をク

ラスミーティングで共有把握した

上で具体的な支援を行い、日

常的に支援の振り返りを行って

います。

代替職員も関わることがあるので、全員が意識

共有を図っていけるように心がけていきます。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている 27 0 0

園全体の活動、クラス活動、小

集団活動等において主となる職

員のもと、チームで様々なアイ

ディアを出し合い立案をしていま

す。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫して

いる
27 0 0

季節の事象や現物体験などを

取り入れ、お子さんの状況や発

達課題に合わせて経験させたい

活動内容を工夫しています。

⑯

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活

動を適宜組み合わせて児童発達支援計画

を作成している

25 2 0

個別活動と集団活動を組み込

んだ児童発達支援計画を作成

するように努めています。

児童発達支援計画に記された個別活動につ

いて理解を深め、支援にあたっていきます。

⑰

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、

その日行われる支援の内容や役割分担につ

いて確認している

25 2 0

毎日朝ミーティングを行い、その中で

確認しています。全員がミーティング

内容を確認できるように、クラスごと

に伝達、ホワイトボードに記入してお

き各自確認する等の工夫をしてい

ます。

朝ミーティングが長引かないように、適切な時間

を決めて一人一人が意識して時間を守るよう

にしていきます。

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打合せを

し、その日行われた支援の振り返りを行い、

気づいた点等を共有している

18 9 0

クラスミーティングをする際には他クラ

スから支援のフォローに入るようにし

ています。シフトがあり、会議の全員

参加が難しいので、次の日には確

実に伝えるようにしています。

業務の多様と職員の勤務体制が様々で全員

での打合せは難しいが、情報伝達に努め次の

支援に活かせるようにしていきます。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげている
23 4 0

日誌や連絡帳に、お子さんの様子

を具体的に記録しています。

毎日の支援内容や生活、活動など

の様子を記録したものをもとに見立

てを行い、支援の振り返りや改善の

ために活用しています。

ＰＣ台数が足りず、なかなかその日の記録を

すぐに行えない現状もあるので、工夫をしていき

ます。
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⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援

計画の見直しの必要性を判断している
27 0 0

3カ月～半年に1回の割合で保

護者モニタリングを実施し、保護

者のニーズとお子さんの状況に

沿って計画の見直しをしていま

す。

㉑

障害児相談支援事業所のサービス担当者

会議にその子どもの状況に精通した最もふさ

わしい者が参画している

27 0 0

会議の内容に応じて園長、児

発管、担任等、子どもの状況を

把握している者が参画するよう

にしています。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者

や関係機関と連携した支援を行っている
27 0 0

健康課の保健師や発達支援係等

と、その都度情報共有を行っていま

す。必要に応じて会議を開催して、

適切な支援が行われるようにしてい

ます。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障

害のある子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育

等の関係機関と連携した支援を行っている

27 0 0

地域療育連絡会の相談会に

出席し、関係機関と連携した支

援を行っています。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障

害のある子ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等との連

携体制を整えている

27 0 0
受診同行で情報を共有し、支

援に活かせるようにしています。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども園、幼

稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を

図っている

27 0 0

保護者からの同意を頂いた上で、

情報提供を行っています。移行会

議などを開催し、移行先の職員によ

る園生活様子の見学等、より丁寧

な情報の共有と相互理解に努めて

います。

㉖

移行支援として、小学校や特別支援学校

（小学部）との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っている

27 0 0

教育委員会と連携を図り、それ

ぞれの就学先と情報共有を行っ

ています。就学先 の方が園の

様子を見学したり、担当者会

議を開催したりして、より丁寧な

情報共有と相互理解に努めて

います。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達支

援事業所、発達障害者支援センター等の

専門機関と連携し、助言や研修を受けてい

る

27 0 0

県立こども医療療育センターの

療法士が来園して支援へのアド

バイスを頂いたり、児童発達支

援事業所の方の見学時に情報

交換をしたりしています。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと活動する機会がある
26 1 0

隣接する松陵保育園や居住地

域の保育園に交流に行ったり、

はまなし学園に交流に来ても

らったりしながら一緒に活動でき

る機会を設けています。

受け入れてくれる園の理解の促進を図り、交

流の受け入れ先となる園を増やしていく必要が

ある。

㉙

（自立支援）協議会子ども部会や地域の

子ども・子育て会議等へ積極的に参加して

いる

26 1 0
自立支援協議会児童発達支

援部会に参加しています。
会議内容の共有を図れるようにしていきます。

㉚

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理

解を持っている

27 0 0

個別支援計画説明時に限ら

ず、日々の連絡帳や送迎時、

電話などで成長や課題への取り

組みについてやり取りをし、共通

理解を持てるようにしています。
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㉛

保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対して家族支援プログラム（ペアレン

ト・トレーニング等）の支援を行っているか

27 0 0

ペアレントプログラムのご案内を

全家庭に配布し、1クール全6

回の研修を行いました。

多くの方が受講できるように周知や参加の方

法を工夫していきます。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な

説明を行っている
27 0 0

利用契約時に運営規定、利用

者負担等について、重要事項

説明書に沿って説明していま

す。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

容と、これに基づき作成された「児童発達支

援計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から児童発達支援計画の同意

を得ている

27 0 0

児童発達支援ガイドラインに基

づいて作成した計画を示しなが

ら、一項目ずつ説明を行い、理

解して頂いた上で同意を得てい

ます。

㉞

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に

対する相談に適切に応じ、必要な助言と支

援を行っている

27 0 0

児童発達支援計画の評価モニ

タリングや原案の説明の他にも、

要望に応じ随時面談を受けつ

けています。

㉟

父母の会の活動を支援したり、保護者会等

を開催することにより、保護者同士の連携を

支援している

27 0 0

役員の方々と育成会活動の内

容や日程等について相談・調整

を行い、総会や親子リトミック等

を行いました。

今後も保護者同士のつながりや仲間づくりの

一助となるような機会を設けていきます。

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入れについ

て、対応の体制を整備するとともに、子どもや

保護者に周知し、相談や申し入れがあった

場合に迅速かつ適切に対応している

27 0 0

保護者がいつでも安心して相談

や申し入れができるようにし、適

宜面談の機会を設けるようにし

ています。必要に応じて各関係

機関との連携を図り、対応する

ようにしています。

㊲

定期的に会報等を発行し、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護

者に対して発信している

27 0 0

行事予定給食献立表、園だよ

り、行事の特集号、ほけんだよ

り、ランチボックス等をその都度、

発行配信しています。諸連絡は

保育システム（コドモン）で配

信しています。

㊳ 個人情報の取り扱いに十分注意している 24 3 0

必要な情報の共有、写真の使

用について保護者から同意を頂

いて対応しています。行事の際

には、保護者にＳＮＳへの投

稿に対して呼びかけを行っていま

す。

外部に漏洩することがないよう個人情報の取り

扱いについては会議でも職員への注意喚起を

行っています。また、連絡ノートを入れる際に

は、職員間で声をかけあって確認していきま

す。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮をしている
27 0 0

視覚支援（絵カードや写真、

ジェスチャー等）を用いて子ども

達に伝わりやすいように配慮して

います。送迎時以外でも電話や

コドモン配信等を通じて、園の

様子や状況を速やかに伝達す

るように努めています。
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㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地

域に開かれた事業運営を行っている
26 1 0

今年度はコロナウイルス感染症

5類引き下げにより、園行事に

地域住民の方を招待することが

できました。引き続き、開かれた

事業運営に努めてきます。

感染症の状況に配慮しつつ、地域とのつ

ながりを大切にして、事業を実施していきま

す。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や保

護者に周知するとともに、発生を想定した訓

練を実施している

27 0 0

保護者には総会にて周知してい

ます。職員には園内研修で周

知するとともに、心肺蘇生訓練

や嘔吐時対応等の演習を実施

しました。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、

救出その他の必要な訓練を行っている
27 0 0

定期的に火災や地震等を想定

した避難訓練を行っています。

今年度は災害伝言ダイヤルの

体験を、全家庭と職員で実施

しました。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等

の子どもの状況を確認している
27 0 0

入所時や受診後に保護者から

情報を伺っています。変更があっ

たときはその都度確認を行い、

現状を把握して対応していま

す。またてんかん発作等の状況

や対応方法について確認したこ

とを職員で共有し、子どもの様

子を見ています。

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の

指示書に基づく対応がされている
27 0 0

主治医の指示書と保護者の同

意書に基づき、栄養士調理師

看護師保育士等が連携を取り

ながら対応しています。また、食

事は専用の食器とテーブルを使

用しています。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共

有している
27 0 0

ヒヤリハットが発生したときはその

都度報告書を作成しています。

報告書は回覧し、今後の対策

についてミーティング等で共有す

ることで再発防止に努めていま

す。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確

保する等、適切な対応をしている
26 1 0

虐待防止・身体拘束等適正化

委員会を設置し、職員の研修

を行っています。外部講師によ

るオンライン研修、チェックリスト

の振り返り、意見を出し合うワー

クショップ等を行い、学びを深め

ています。

今年度、全員参加の研修を行うことができまし

た。今後も虐待防止の理解を深める研修の機

会を確保し、支援に活かしていけるように工夫

をしていきます。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体的拘束を

行うかについて、組織的に決定し、子どもや

保護者等に事前に十分に説明し了解を得

た上で、児童発達支援計画に記載している

27 0 0

園内研修において取り上げ、虐

待防止・身体拘束等適正化委

員会に基づいて決定したことを

職員へ周知しています。
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○この「事業所における自己評価表結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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